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論文概要
日本の子どもの睡眠時間は世界で最も短いことが指摘されており，大きな社会問題となっている。そこで本研
究では，子どもの睡眠習慣（SH）に関連する経路を検討した。調査は，2019年 3月に，東京都世田谷区のすべて
の公立小学校 63校とすべての公立中学校 29校の子どもとその保護者を対象に質問紙調査法により実施された。分
析には，欠落データのない子どもと保護者の回答 22,385組（有効回答率：68.8％）が使用された。本調査では，子
どもの SH，身体活動（PA），スクリーンタイム（ST），保護者のライフスタイル，近隣のソーシャルキャピタル
（NSC）に関するデータを収集した。さらに，「NSC」→「保護者のライフスタイル」→「子どものPA/ST」→「子
どもの SH」をつなぐ経路を構造方程式モデリングによって検討した。その結果，子どもの SHは，子どものPAと
STに影響され，保護者のライフスタイルとそれを取り巻くNSCの影響を受けていることが確認された。このこと
から，子どもの睡眠問題を解決するためには，保護者の生活習慣やNSCに関する直接的・間接的な介入が必要で
あるとの結論に至った。
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図 3　すべてのサンプルを用いて検討した子どもの睡眠習慣に繋がる経路。このモデルはブートストラップ法を使用した構造方
程式モデリングによって検証された。すべての推定値は有意であった。


